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（巻頭言）
　L秒に鞭うて111刻々みな機會，一瞬に成り，しかも一瞬に敗る．
何んと吾々現代人の心をうつ語ではないか．叉なんとはつらつナニる語で
はないか．吾々は時の愛用者でありすこい．時の濫費者であってはならぬ．
時の活用者であってほしい。時は何人にもあたへられるものであって，し
かも何人にも活用され難いものではないか．
　然し一面吾々は時の奴隷となってはならない．L時は萬事を解決する「な
どと，無方針無計書であってはならる．なるやうになれといつナこ捨鉢的な
考は最早過去の遺物であって，文化の創造に精進せんとする現代人の断じ
てかへり見てならぬことである．
　本年も亦六月十日が來た．時の紀念日を迎へて，その昔天智天皇が志賀
の里で，民のナこめ，又政事をおナこすけする多くの役人のナこめ，漏刻をお造り
になって，新制をお開きなされナこことが思ひ出される・眞に畏れ多い言ひ
分ではあるが，天智天皇は頗る英魑にわナこらせられ，叉頗る新思想を御三
行なされた天子様でゐらせられナこ．かの大化の改薪といひ或は志賀の都の
御建設といひ，これは皆天皇の御抱負の御蟹行である，これらを拝して，
當時の意氣にもえた日本の姿をうか“ふことが出來るのである・
　漏刻も亦天子御自身でお造りなさつナこものであって，役人をして時を報
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ぜしめられたのである．その昔，時を告げる鐘の音が琵琶湖の水を渡って，
ひS“いて行つナこのを思ふとき，實に新興日本の意氣をうか“ふことが出來
るのである．引時の人々は，このひ・“きに時を與へられ，時を自畳し，刻
々みな機會であることを悟つナこことであらう．
　歴史によると，天智天皇の漏刻の記録は前後二回ある．始めは皇太子に
ゐられナこ時，後は天皇自口位十年の時で，漏刻博士以下の役人を置いて，時
を測り，鐘で報ぜしめられナことのことである．役人大臣はこれによって政
を始め，これによって御殿を退出しナこことであらう．天皇御幸の時もなほ
漏刻以下時を司る役人が行列に供奉して，正しき時を報ぜしめられナことの
ことである．實にこれが我が國での時の制度の最初であり，叉時を測る精
密機械の最初である．實に今日から約一千二百六十絵年の昔である．しか
も六月十日が漏刻を御殿の新墓に置かれた日である．
L科學の進歩は法則を門々近似値ナこらしめる「とは物理學者ボアンカレー
の名言である．時計も一千二百六十年後の今日では，一千分の一秒の正確
さの機械までも｛明されて，人聞業以上の正確さが測定されて，科學は極
致へ極致へと踏んで行くのである．
　かくて現代人は科學に藝術に，又瀬野の生活に，正確なる時を導入して，
現代人の文化生活に時の観念の重要性を剛勇感じつ》あるのである．
　時の紀念日に際し，吾々はいナこづらにお祭り騒ぎはよしナこい．各人が，
時の愛用者か，活用者であるか否やを反省しナこい．そして萬人仁平に附與
せられナこ時を各人が最も有敷に，しかも正しくつかひナこいものである・個
性化された時の活用者とならねばならぬ．
　秒に鞭うて1！刻々みな機會である・而して文化の建設に努力せねばな
らぬ．　（垂井増太郎）
